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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

令和２年度 第１回
秋田県道路メンテナンス会議

令和２年８月２５日

1

2

議 事

１．これまでの活動経緯

２．令和元年度の点検結果（速報値）

３．二巡目点検計画

４．令和２年度の活動計画（案）
（１）活動方針
（２）年間スケジュール
（３）技術力向上、点検の効率化
（４）技術支援
（５）広報活動

【資料２】

【資料３】

【資料４】

【資料５】
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資料２－１１．これまでの活動経緯

【会議設立趣意】

インフラの老朽化対策が社会的な課題
地方自治体においても、道路インフラを適正に維持管理していくことが重要
特に市町村では、道路構造物の維持管理についての技術ノウハウや土木技術
系職員が不足しているなどの課題
今後は、点検や計画策定の定期的な実施に加え、それに基づく修繕の実施も
大きな課題
国において策定された「インフラ長寿命化基本計画」に基づき、各インフラ
の管理者は、「インフラ長寿命化計画」及び「個別施設毎の長寿命化計画を
策定する必要あり
これらを踏まえ、橋梁・トンネル等の定期的な点検がスタートしようとする
この機に、道路管理者が連携しながら、技術力の向上、インフラの長寿命化
の推進、さらには道路インフラの維持管理についての情報共有や課題解決へ
の連携を深め、道路の管理を効果的に行っていくことが急務
これらの取り組みに当たっては、個々の道路管理者で対応するよりも県内道
路管理者が一体となって対応することが効果的であり、そのための新たな組
織が必要

メンテナンス会議の目的
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１．これまでの活動経緯

【規約】

（事業）第3条 会議は第2条の目的を推進するため、次の事業を実施する。

（1）道路メンテナンスに関する情報共有に関する事業
（技術基準説明会や現地研修会の実施、損傷事例や対応事例、点検や措置
状況等）

（2）関係者の意見調整に関する事業
（点検、補修等に重点的に取り組むべき路線に関する意見調整、対外協議
に関する調整等）

（3）国民・道路利用者等を対象とした広報に関する事業
（点検結果や構造物の健全度に関する情報発信、老朽化対策に関する関心
と理解の醸成等）

（4）前各号に挙げるものの他、会議の設立の目的に沿った活動の企画及び実施
に関する事業

資料２－１

メンテナンス会議の目的
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秋田県道路メンテナンス会議の活動記録
年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2014

4～6

5/27 道路メンテナンス会議設立

6月～7月 パネル展示（各道の駅・秋田県庁
内）

（H26） 第１回メンテナンス会議

市町村橋梁等長寿命化

連絡協議会設立（H25.6)

7～9 9/ 4 第２回メンテナンス会議
7/28 市町村職員の参加による橋梁点検の現地研

修会

10～12 10/25県民参加の『橋の老朽化対策見学会』

1～3
1/16 第３回メンテナンス会議

3/20 こ道橋連絡会議設立

2015

4～6 6/ 4 第１回メンテナンス会議

6/15 道路橋の補修・予防保全技術講習会

（H27） (市町村橋梁等長寿命化連絡協議会)

6/29～7/1 道路施設点検技術(現地)講習会

6/30 道路施設点検技術（現地）講習会

7～9 8/27 第２回メンテナンス会議 9/11 道路施設点検「包括発注」研修会

10～12

10/ 1 道路施設点検技術講習会(トンネル編)

12月～2月 パネル展示(各道の駅・秋田県庁
内)

11/ 6 道路施設点検技術講習会(のり面･土工構造物
編)

11/10 小規模橋梁点検技術講習会

1～3 1/15 第３回メンテナンス会議

１．これまでの活動経緯 資料２－２
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秋田県道路メンテナンス会議の活動記録
年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2016 4～6 6/28 第１回メンテナンス会議 5/26･27 メンテナンス研修

（H28）

7～9 8/ 5 こ道橋連絡会議

8/25 小規模橋梁点検技術講習会 9/29将来の土木を担う高校生を対象とした

9/1･2･7 小規模橋梁点検技術講習会 現場見学会(秋田県土木系高校生35名）

9/16 橋梁床版維持補修に関する特別講義講習会

10～12 11/28 自治体管理の橋を職員自らが点検(秋田市)

10/21 湯沢河国 橋梁点検自習
(大曲工業高校）

11/28 自治体管理の橋を職員自らが点検
(秋田市)

1～3 3/ 8 道路鉄道連絡会議設立 12月～2月 パネル展示(各道の駅)

2017 4～6

（H29）
7～9

9/ 8 第１回メンテナンス会議

こ道橋連絡会議

10～12 12/15 第２回メンテナンス会議

10/ 3 既設橋の耐震対策講習会
(道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議)

10/25 小規模橋梁点検技術講習会
(県･市町村職員)

12月～2月 パネル展示(各道の駅)

1～3
2/ 8 第３回メンテナンス会議

道路鉄道連絡会議

１．これまでの活動経緯 資料２－２
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年度 月 会議開催 研修・講習会 広報活動

2018 4～6

(H30) 7～9 7/30 メンテナンス会議
9/18～10/26 直轄点検講習会

9/25～9/27 小規模橋梁点検技術講習会
8月～老朽対策ポスター（各道の駅）

10～12

10/17 既設橋の耐震対策溝講習会

11/19 修繕代行事業の現地見学会

11/20 メンテナンス支援団（湯沢市）

9/28 県版メンテナンス年報公表

1～3 2/ 7 こ道橋連絡会議

2019

（R1）
4～6

4/18 第１回道路メンテナンス会議

6/12 事務局会議

7～9 8/1 第２回道路メンテナンス会議
9/2・6・11 小規模橋梁点検技術講習会

9/17 大規模修繕工事見学会

10～12

10/15～11/8 直轄橋梁点検講習会
（三種町、にかほ市、仙北市）

10/31 点検支援技術活用講習会（にかほ市）

12/2 県内道路メンテナンス支援団（美郷町）

12/3 新人市町村職員講習会

10/7 県版道路メンテナンス概要公表

11月～ 老朽化対策ポスター展示
（各道の駅）

11月～7月 メンテナンス概要パネル
展示（各道の駅巡回）

1～3
2/13 第３回道路メンテナンス会議

2/13 道路鉄道連絡会議

秋田県道路メンテナンス会議の活動記録

１．これまでの活動経緯 資料２－２
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18%

(469)

66%

(1,728)

16%

(424)

0.1%

(2)

（１）橋梁の判定区分

29%

(56)

63%

(120)

8%

(16)

0%

(0)

（高速道路会社）

9

２．令和元年度の点検結果（速報値）

（国土交通省）

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 701 192 56 120 16 0

高速道路会社 372 66 11 50 5 0

県 2,304 493 6 412 75 0

市町村 8,693 1,872 396 1,146 328 2

合計 12,070 2,623 469 1,728 424 2

（県） （市町村）

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

○橋梁では秋田県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 18%、Ⅱ 66%、Ⅲ 16%、Ⅳ 0.1%

（全道路管理者）

R1年度
国土交通省

192橋

R1年度
秋田県
2,623橋

17%

(11)

76%

(50)

8%

(5)

0%

(0)

R1年度
高速道路会社

66橋

1%

(6)

84%

(412)

15%

(75)

0%

(0)

R1年度
県

493橋

21%

(396)

61%

(1,146)

18%

(328)

0.1%

(2)

R1年度
市町村
1,872橋

資料３－１

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

秋田県

34%

(317)

57%

(522)

9%

(83)

0%

(0)

19%

(114)

68%

(416)

14%

(85)

0%

(0)

29%

(3,731)

59%

(7,712)

12%

(1,547)

0.1%

(11)

（１）橋梁の判定区分
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２．令和元年度の点検結果（速報値）

○橋梁では東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 29%、Ⅱ 59%、Ⅲ 12%、Ⅳ 0.1%

（全道路管理者）

R1年度
東北

13,001橋

資料３－１

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 4,343 922 317 522 83 0

高速道路会社 2,984 615 114 416 85 0

県・政令市 16,867 3,318 821 1,978 517 2

市町村 49,405 8,146 2,479 4,796 862 9

合計 73,599 13,001 3,731 7,712 1,547 11

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R1年度
国土交通省

922橋

R1年度
高速道路会社

615橋

25%

(821)

60%

(1,978)

16%

(517)

0.1%

(2)

R1年度
県・政令市
3,318橋

30%

(2,479)

59%

(4,796)

11%

(862)

0.1%

(9)

R1年度
市町村
8,146橋

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く



0%

(0)

55%

(22)

45%

(18)

0%

(0)

0%

(0)

40%

(8)

60%

(12)

0%

(0)

0%

(0)

43%

(3)
57%

(4)

0%

(0)

0%

(0)

100%

(9)

0%

(0)

0%

(0)

50%

(2)

50%

(2)

0%

(0)

（２）トンネルの判定区分

秋田県
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○トンネルでは秋田県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 0%、Ⅱ 55%、Ⅲ 45%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R1年度
秋田県
40箇所

資料３－２

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和元年度の点検結果（速報値）

（高速道路会社）（国土交通省） （県） （市町村）

R1年度
国土交通省

9箇所

R1年度
高速道路会社

4箇所

R1年度
県

20箇所

R1年度
市町村
7箇所

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 29 9 0 9 0 0

高速道路会社 20 4 0 2 2 0

県 84 20 0 8 12 0

市町村 36 7 0 3 4 0

合計 169 40 0 22 18 0

4%

(3)

77%

(57)

19%

(14)

0%

(0)

0%

(0)

71%

(17)

29%

(7)

0%

(0)

3%

(7)

63%

(138)

34%

(75)

0%

(0)

（２）トンネルの判定区分
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○トンネルでは東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 3%、Ⅱ 63%、Ⅲ 34%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R1年度
東北

220箇所

資料３－２

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和元年度の点検結果（速報値）

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R1年度
国土交通省
74箇所

R1年度
高速道路会社

24箇所

3%

(3)

47%

(45)

49%

(47)

0%

(0)

R1年度
県・政令市
95箇所

4%

(1)

70%

(19)

26%

(7)

0%

(0)

R1年度
市町村
27箇所

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 262 74 3 57 14 0

高速道路会社 126 24 0 17 7 0

県・政令市 578 95 3 45 47 0

市町村 160 27 1 19 7 0

合計 1,126 220 7 138 75 0



19%

(10)

50%

(26)

31%

(16)

0%

(0)

0%

(0)

47%

(14)53%

(16)

0%

(0)

50%

(2)

50%

(2)

0%

(0)

0%

(0)

100%

(1)

0%

(0)

0%

(0)

41%

(7)

59%

(10)

0%

(0)

0%

(0)

（３）道路附属物等の判定区分
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○道路附属物等では秋田県(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 19%、Ⅱ 50%、Ⅲ 31%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R1年度
秋田県
52施設

（シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等）

資料３－３

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和元年度の点検結果（速報値）

秋田県

（高速道路会社）（国土交通省） （県） （市町村）

R1年度
国土交通省

1施設

R1年度
高速道路会社

17施設

R1年度
県

30施設

R1年度
市町村
4施設

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 182 1 1 0 0 0

高速道路会社 104 17 7 10 0 0

県 163 30 0 14 16 0

市町村 45 4 2 2 0 0

合計 494 52 10 26 16 0

33%

(201)

49%

(294)

18%

(106)

0%

(0)

15%

(29)

46%

(91)

39%

(77)

0%

(0)

16%

(9)

66%

(38)

19%

(11)

0%

(0)

44%

(56)

45%

(57)

12%

(15)

0%

(0)

49%

(107)
50%

(108)

1%

(3)

0%

(0)

（３）道路附属物等の判定区分
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○道路附属物等では東北(全道路管理者)における
判定区分の割合は、Ⅰ 33%、Ⅱ 49%、Ⅲ 18%、Ⅳ 0%

（全道路管理者）

R1年度
東北

601施設

（シェッド・大型カルバート・横断歩道橋・門型標識等）

資料３－３

■Ⅰ：健全 ■Ⅱ：予防保全段階 ■Ⅲ：早期措置段階 ■Ⅳ：緊急措置段階

２．令和元年度の点検結果（速報値）

東北全体

（高速道路会社）（国土交通省） （市町村）

R1年度
国土交通省
128施設

R1年度
高速道路会社

218施設

R1年度
県・政令市
197施設

R1年度
市町村
58施設

（県・政令市）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※数値は速報値であり、精査によって変更する場合がある
※施設数は撤去済・廃止済等の施設を除く

管理者 施設数
R1

点検実施数

R1判定区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 1,141 128 56 57 15 0

高速道路会社 906 218 107 108 3 0

県・政令市 1,120 197 29 91 77 0

市町村 241 58 9 38 11 0

合計 3,408 601 201 294 106 0



３．二巡目点検計画（Ｒ１～Ｒ５）
○橋梁、トンネル、道路附属物等の点検計画（秋田県）
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管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検予定数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 701 192 140 132 117 120

高速道路会社 369 66 45 81 84 93

県 2,284 493 496 474 413 408

市町村 8,673 1,872 2,394 1,920 1,437 1,050

合計 12,027 2,623 3,075 2,607 2,051 1,671

管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検予定数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 182 1 38 85 15 43

高速道路会社 104 17 33 9 9 36

県 158 30 55 35 22 16

市町村 45 4 19 15 3 4

合計 489 52 145 144 49 99

管理者名 点検実施総数 R1点検実施数 R2点検予定数 R3点検予定数 R4点検予定数 R5点検予定数

国土交通省 29 9 0 3 15 2

高速道路会社 20 4 2 11 1 2

県 83 20 25 15 13 10

市町村 33 7 9 5 6 6

合計 165 40 36 34 35 20

（１）橋梁の点検計画

（２）トンネルの点検計画

（３）道路附属物等の点検計画（シェッド、大型カルバート、横断歩道橋、門型標識等）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※予算措置状況、施設の新設・撤去・廃止・管理移管等により変更する場合がある
※施設の新設・撤去・廃止・管理移管・診断中等により施設数と点検数が一致しない場合がある

資料４

○橋梁の点検計画数の推移（秋田県）
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192 140 132 117 120
66 45 81 84 93

493 496 474 413 408 

1,872
2,394

1,920

1,437
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3,075
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1,671

922
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3,143

2,123

1,666

0
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4,500

R1 R2 R3 R4 R5

国土交通省

高速道路会社

県

市町村

H26～30

(H26)

(H27)

(H28)

(H29)

(H30)

（橋）

資料４３．二巡目点検計画（Ｒ１～Ｒ５）

H26～30点検数

（年度）

※「道路メンテナンス会議」調べ（令和2年3月末時点）
※予算措置状況、施設の新設・撤去・廃止・管理移管等により変更する場合がある
※施設の新設・撤去・廃止・管理移管・診断中等により施設数と点検数が一致しない場合がある
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（１）活動方針

①市町村の技術支援に重点
点検支援技術活用講習会
新人市町村職員講習会
小規模橋梁点検技術講習会
「県内道路メンテナンス支援団」
⇒直接現地や役場に出向いて、市町村への技術支援を実施

②広報の拡充（情報発信）
道の駅での広報を継続（老朽化の現状や対策による効果の発信）
県版「道路メンテナンス概要」を公表

③効率的に会議を開催
会議同日に、道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議を開催
会議開催日は議会日程に配慮

資料５－１４．令和２年度の活動計画（案）
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（２）年間スケジュール（秋田県）

４．令和２年度の活動計画（案）

年度 月 会議 研修・講習会 広報活動

2020
（R2）

4

5

6

7
7/7 事務局会議

8
8/25 第１回道路メンテナンス会議 トンネル初級研修（8/18～21）※

橋梁初級Ⅰ研修（8/24～28）※

9
小規模橋梁点検技術講習会（9月～10月）
直轄橋梁による点検講習会（9月～）

道の駅でのパネル展
広報用ポスター掲示（９月～12月）

10
橋梁初級Ⅰ研修（10/19～23）※
大規模修繕現場見学会
点検支援技術活用講習会

県版「道路メンテナンス概要」公表

11
橋梁初級Ⅱ研修（11/16～20）※
橋梁セミナー（11/30～12/2）※
新人市町村職員講習会

12

1
第２回道路メンテナンス会議
道路鉄道連絡会議
こ道橋連絡会議

2

3

資料５－２

※青字は整備局主催研修
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○道路メンテナンス会議

第１回：本日
令和元年度の点検結果（速報値）
二巡目点検計画
年間活動方針の決定
講習会、研修、広報等の実施方針
道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議に向けた作業確認

第２回：令和３年１～２月
令和２年度の点検、修繕実施状況
令和２年度の活動結果
令和３年度の財政支援制度

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－２
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○道路鉄道連絡会議、こ道橋連絡会議

こ道橋連絡会議
開催日程：令和３年１～２月
議題（案）：

・法定外施設の点検実施状況
・こ道橋管理者からの要望事項等

道路鉄道連絡会議
開催日程：令和３年１～２月
議題（案）

・跨線橋の点検実施状況
・跨線橋の点検・修繕計画
・鉄道管理者からの要望事項等

時期 地方整備局 鉄道会社 事務局 国 地方公共団体 高速道路会社

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

道路鉄道連絡会議の開催

確認書の変更協議の回答

道路メンテナンス年報

（公表後）

点検・修繕に関する個別協定の合意

道路管理者と鉄道事業者との調整

（整備局はJR貨物）

前年度点検結果等を踏まえた

計画の見直し及びとりまとめ

点検・修繕に関する個別協定の締結

（点検・工事の開始）

＜道路鉄道連絡会議の年間予定＞

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－２
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①道路構造物管理実務者研修
〈東北地方整備局〉

対 象：地方公共団体職員及び直轄職員

目 的：地方公共団体の職員の技術力育成のため、
定期点検要領に基づく点検に必要な知識・技能等
を取得するための研修
（橋梁Ⅰ ⅰ期、ⅱ期は全国統一のカリキュラム

同内容を２回開催予定）

【令和２年度研修（計画）】

令和元年度の実施状況：延べ３７名の地方公共団体職員（２４県市町村）が受講

研修名 開催時期 募集期間 募集定員 参加状況※

（ ）は地公体職員数

橋梁初級Ⅰ（ⅰ期） 10/19～10/23 9月中旬 ５０名 募集中

トンネル初級 8/18～8/21 締切済 ４０名 １１名（ ３名）予定

橋梁初級Ⅰ（ⅱ期） 8/24～8/28 締切済 ５０名 １６名（ ９名）予定

橋梁初級Ⅱ 11/16～11/20 9/18まで ５０名 募集中

※ R2.8.14時点

○地方自治体への支援（東北地方整備局主催研修）

（３）技術力向上、点検の効率化

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－３
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②点検支援技術活用講習会

目 的）点検支援技術に対する理解を深め、各道路管理者の定期点検に反映してもらうこと
を目的に講習会を開催

対 象）県内の発注者：国、県、市町村橋梁等長寿命化協議会、秋田市など
開 催 地）秋田市近郊の橋梁
開催時期）10月予定
対象技術）・道路橋の損傷写真を提供する技術

・コンクリート構造物のうき、剥離の非破壊技術等

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－３

▲ドローンによる画像計測 ▲赤外線による調査 ▲飛行ロボット(ドローン)
による打音調査等

▲座学状況

（３）技術力向上
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新規採用者や専門職種以外の従事者における自治体職員の技術力向上を目的に講習会を実施。

③新人市町村職員講習会

●名 称：新人市町村職員講習会
●開 催 地 ：馬場目ベース（予定）
●実施主体：秋田県道路メンテナンス会議
●協 力：市町村橋梁等長寿命化連絡協議会

ＩＣＴ東北推進協議会等
●対 象：新規採用者、専門職種以外の従事者
●開催時期：令和２年１１月予定

●内 容：座学（橋梁・点検の基礎知識、ＩＣＴの取り組みなど）
現場（ドローンによる近接目視、溝橋点検など）

資料５－３４．令和２年度の活動計画（案）

（３）技術力向上
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自治体職員の技術力向上と点検経費の節減を図ることを目的として、小規模橋梁点検技術講習会を実施。

④小規模橋梁点検技術講習会

●名 称：小規模橋梁点検技術講習会
●開催場所：県北、中央、県南
●対 象：各自治体職員 他
●開催時期：令和２年度９月～１０月

・溝橋、床版橋、Ｈ形鋼橋のＨ３１．２点検要領改定に伴う周知促進
・県内各市町村の、職員の技術力向上と点検経費の節減を図ること
を目的として、「市町村橋梁等長寿命化連絡協議会」と共催。

橋梁点検について、現場で講習会を実施し、点検・記載方法、及び
着目点を把握することによって、直営点検においても、点検結果の
確実な記録や経費の節減を図る。

資料５－３４．令和２年度の活動計画（案）

（３）技術力向上
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④直轄橋梁点検における点検実習

1. 日 時 ： 随時 ※点検業務の実施計画をもとに対象事務所と日程調整
2. 対 象 ： 対象橋梁に近い沿線自治体
3．講習内容

・定期点検要領における判定区分と補修判定の評価と概要
・主桁、橋脚、下部工のひび割れ等の目視点検
・判定の評価と質疑応答

9月7日 9月8日 9月9日 9月10日 9月11日 9月12日 9月13日
月 火 水 木 金 土 日

【大曲】R13 【大曲】R13 【大曲】R13 【大曲】R13 【大曲】R13
間倉こ線橋 玉川橋(下) 玉川橋(下) 玉川橋(下) 玉川橋(下)
(256.2kp) (256.1kp) (256.1kp) (256.1kp) (256.1kp)

点検車 点検車 点検車 点検車 点検車
9月14日 9月15日 9月16日 9月17日 9月18日 9月19日 9月20日

月 火 水 木 金 土 日
【大曲】R13 【角館】R46 【本荘】R7 【本荘】R7 【秋田】R7
新芦沢橋 荒川橋 二古橋 白雪橋 元木山橋
(270.5kp) (85.2kp) (247.4kp) (214.7kp) (288.5kp)

【夜間】
点検車 点検車 点検車 点検車 点検車

日付

場所

日付

場所

▲川尻橋 ▲白糸橋 ▲下日陰橋

点検予定表のイメージ

資料５－３４．令和２年度の活動計画（案）

（３）技術力向上
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県別 路線名 事業区分 ＩＣ間 橋梁名 実施可能時期

秋田県 秋田道 耐震補強 秋田道（秋田中央～秋田北） 柳田橋 １０月 頃

秋田道 柳田橋 鋼４径間連続非合成鈑桁（Ｌ＝１７３ｍ）

⑤各県道路メンテナンス会議による大規模修繕工事の現場講習会

直轄国道や高速道路では、大規模地震発生時において緊急輸送路としての機能をいち早く確保

するため、大規模地震の発生確率と路線毎の優先度を考慮し、計画的に橋梁の耐震補強を進め

ている。
メンテナンス会議を通じて、各地公体の技術者に橋梁の補修や補強方法に関する知識の

習得を目的とするもの。

橋梁耐震補強の推進

速やかな機能回復が可能な性能を目指す対策（耐震性能２）

<対策例１：橋脚のコンクリート巻立て> <対策例２：落橋防止構造>

資料５－３４．令和２年度の活動計画（案）

（３）技術力向上



27

（４）技術支援（県内道路メンテナンス支援団）

H30.11 秋田県湯沢市から損傷が著しいと診断された鋼アーチ橋の措置方法等について相談
→県内道路メンテナンス支援団で現地を確認し、市役所会議室で損傷原因や措置方法について助言

＜実施事例＞

道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体からの疑問や相談に対応する
アドバイザーチームとして、『県内道路メンテナンス支援団』を設置

直接現地や役場に出向いて、市町村への技術的助言・支援を実施

市町村管理の道路施設（橋梁、トンネル、道路附属物、舗装、土工等）
県
内
道
路

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
団

支援目的・内容

定期点検促進 相
談

予防保全、修繕に係る
技術的課題の解決

県内道路メンテナンス支援団

例えば、
○補修の優先順位を付けるための知恵を

貸してほしい。
○点検要領の勉強会を役場で開催したい。
○劣化状況を見に来てアドバイスして

ほしい。 などなど気軽な相談を。

支
援

相
談

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－４
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■老朽化対策ポスターを県内３３箇所の「道の駅」に掲示

○道路施設老朽化の現状や対策などについて、一般向けの広報として令和２年度に
おいても秋田県内の｢道の駅｣に広報用ポスターの掲示とパネル展を実施

▲｢道の駅｣あきた港 ▲｢道の駅｣岩城

▲｢道の駅｣しょうわ ▲｢道の駅｣協和

４．令和２年度の活動計画（案） 資料５－５

（５）広報（秋田県）


